
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和３年６月 

広島市教育委員会 

新型コロナウイルス感染症対策に関する指導案事例集 

新型コロナウイルス感染症の予防 
～子どもたちが正しく理解し、実践できることを目指して～



【本市における新型コロナウイルス感染症に関する教育】 

 

 

新型コロナウイルス感染症が全国的に感染拡大する中、子どもたちが健康で安全な生活を送れるよう、

改めて児童生徒等が感染症に対する知識・理解を深め、新型コロナウイルス感染症の予防を図るために、

発達段階を踏まえた指導の充実がより一層求められています。 

 このことを受け、広島市教育委員会では、「自己免疫力の向上、感染に対する抵抗力（防衛体力）の向

上」を目指し、「感染症に関する教育」の充実を図るための指導案事例集を作成しました。 

指導案の作成にあたっては、令和２年４月文部科学省作成の「新型コロナウイルス感染症の予防～子供

たちが正しく理解し、実践できることを目指して～」を参考とし、新型コロナウイルス感染症の感染の仕

方の理解と、その理解に基づく行動に関わることや、新型コロナウイルス感染症に関連する差別や偏見等

について考えることができるものとしました。 

幼稚園では健康領域、小・中・高等学校及び中等教育学校では特別活動において、発達段階を踏まえた

指導を工夫されますようお願いします。また、小・中・高等学校及び中等教育学校においては、体育科・

保健体育科との教科等横断的な学習の充実を図りながら、より実践的な学びとなるよう期待しています。 

最後に、本事例集の作成にあたり、御多用中にもかかわらず協力していただいた多くの関係者の皆様方

に対し、心から感謝の意を表します。 

 

令和３年６月 

広島市教育委員会 

指 導 第 一 課 

指 導 第 二 課 

特別支援教育課 

健 康 教 育 課 

教育センター 



新型コロナウイルス感染症対策に関わる学習  

 感染症に関する教育 

体育科及び保健体育科 

【幼】領域「健康」 

【小・中・高】特別活動 

(学級活動、ホームルーム活動） 

感染症に関する 

人権教育 

幼児 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小１ 
 

 
自分の生活を見直し、実践    

する【実践力】 

(例：手洗い) 小２ 

小３ 

【健康な生活】 

運動、食事、休養及び睡眠 

の調和のとれた生活と体の清潔 

     自分の生活を見直し、実践

する【実践力】 

    (自分だけでなく、周りの人

のことも考え、行動する) 

(例：マスク着用) 

 

小４ 

【体の発育・発達】 

体をよりよく発育・発達させる 

ための生活 

小５ 

【心の発達及び不安や悩みへの 

対処】 

不安や悩みへの対処 

 

自分の生活を見直し、実践    

する【実践力】 

    （自分だけでなく、周りの人

のことも考え、行動する） 

(例：生活全般) 

 

小６ 

【病気の予防】 

病気の起こり方 

病原体が体に入るのを防ぐこと 

生活習慣病 

中 

・ 

高 

【健康な生活と疾病の予防】 

適切な運動、食事、休養 

感染症の予防 

【現代社会と健康】 

健康の保持増進と疾病の予防 

     

自分の生活を見直し、実践

する【実践力】 

     （自分だけでなく、社会全

体のことを考え、行動す

る）(例：生活全般) 

 

新型コロナウイルス感染症対策 

 
正しい知識 

新型コロナウイルスの大き

さや形、感染経路、症状、

飛沫感染の距離など 

実践力 

正しい手の洗い方、 

正しいマスクの着用の仕方 

３密の回避      など 

全 

て 

の 

学 

年 

で 

繰 

り 

返 

し 

指 

導 

新型コロナウ

イルス感染症

に関わるいじ

めや風評被害

を防ぐための

指導 

全 

て 

の 

学 

年 

で 

繰 

り 

返 

し 

指 

導 
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中・高等学校及び中等教育学校向け学習指導案（特別活動）（例） 

 

 

新型コロナウイルス感染症の予防 

～子どもたちが正しく理解し、実践できることを目指して～ 

 

１．内容のまとまり及び指導事項 

  学級活動 中学校・中等教育学校前期課程 

⑵ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

         エ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成 

  ホームルーム活動 高等学校・中等教育学校後期課程 

        ⑵ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

         オ 生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や規律ある習慣の確立 

 

２．学級活動⑵で育成を目指す資質・能力 

⑴ 適切な意思決定を行い実践し続けていくために必要なことについて理解し、そのための行動の仕方を

身に付けている。 

⑵ 自己の生活や学習への適応及び自己の成長に関する課題を見いだしている。 

⑶ 他者への尊重と思いやりを深めてよりよい人間関係を形成しようとしている。 

 

３．評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

適切な意思決定を行い実践し続け

ていくために必要な知識や行動の

仕方を身に付けている。 

自己の生活や学習への適応及び自

己の成長に関する課題を見いだし

ている。 

他者への尊重と思いやりを深めて

よりよい人間関係を形成しようと

している。 

 

４．題材   新型コロナウイルス感染症の予防（全２時間） 

 

５．題材設定の理由 

新型コロナウイルス感染症が全国的に感染拡大する中、子どもたちが健康で安全な生活を送れるよう、

全学年での指導の充実を図る必要が生じている。保健体育科での感染症の予防に係る学習は、中学校第３

学年及び高等学校入学年次に行うこととなっており、小学校段階では、体育科保健領域において、健康の

大切さや健康によい生活、病気の起こり方や予防について学習している。それらを踏まえ、日常の健康や

安全に関する問題を把握し、必要な情報を適切に収集し、課題解決や健康及び安全の保持増進に向け、あ

らためて感染症に対する知識・理解を深めるとともに感染症予防対策を実践していくことが大切であるこ

とから、この題材の設定をした。 

 

 

 

 

 



６．指導と評価の計画 

時間 ねらい・学習活動 
目指す生徒の姿 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度 

１時間目 ○ねらい 

新型コロナウイルス感染症を

理解し、予防に向けて適切に

判断し、行動できるようにな

ろう。 

 

○活動 

・感染症について理解する。 

・新型コロナウイルスの特徴

を確認する。 

・感染症の感染の仕方（感染

経路）について知る。 

・新型コロナウイルス感染症

の予防方法について考え

る。 

・ワークシートを活用する。 

適切な意思決定を

行い実践し続けて

いくために必要な

知識や行動の仕方

を身に付けてい

る。 

 

 

 

  

２時間目 ○ねらい 

新型コロナウイルス感染症の

予防について、みんなが安心

して生活できるようにするた

めに、自分の課題を見つけ、

解決する方法を考えよう。 

 

○活動 

・仲間の発表や学習カード

で、前時に学習した内容に

ついて確認する。 

・広島市の新型コロナウイル

ス感染症の発生状況につい

て確認する。 

・自分自身の新型コロナウイ

ルス感染症の予防に対する

実践状況を確認する。 

・自分自身の新型コロナウイ

ルス感染症の予防に対する

実践状況から問題を見つ

け、改善策を考える。 

・ワークシートを活用する。 

 自己の生活や学習

への適応及び自己

の成長に関する課

題を見いだしてい

る。 

他者への尊重と思

いやりを深めてよ

りよい人間関係を

形成している。 

 



７．展開例（１/２時間目） 

⑴ 本時の目標 

・ 新型コロナウイルス感染症の特徴と正しい予防方法について理解し考える活動を通して、適切な意

思決定を行い実践し続けていくために必要な知識や行動の仕方を身に付けることができる。 

⑵ 展開 

時間 主な学習内容・学習活動 
指導上の留意点（◇） 

目指す生徒の姿（◆） 

導入 

５分 

１ 感染症について理解する。 

○ 新型コロナウイルスの電子顕微鏡写真

を提示し、これは何の写真であるか確認

をする。【資料１】 

 

 

 

 

 

２ 新型コロナウイルスの特徴を確認す

る。【資料２】 

 

 

 

 

 

○ 発問に対する自分の考えを発表する。 

<予想される反応> 

・感染力が強い。 

・無症状の人もいる。 

・変異株が出ている。 

・嗅覚、味覚異常がある。  など 

◇ 病気を引き起こす微生物などを病原体とい

い、感染症とは、病原体が他の人や動物などか

ら人の体の中に入り、それが体内で増えること

で起こる病気であることを理解させる。 

 

例：インフルエンザウイルスが体内に侵入し、

増殖した後に、インフルエンザを発症す

る。 

 

◇ 新型コロナウイルス感染症が、感染症の１つ

であることを理解させる。 

 

◇ 予防していたとしても、誰にでもり患する可

能性があることを抑えておく。 

 

◇ 身近に感染者や医療従事者がいる場合があ

るので、重篤な症状や死亡例等を想像させない

よう、発問の仕方に留意する。 

 

◇ 誤った情報や認識、不確かな情報に惑わされ

ないよう留意させる。 

展開 

４０分 

３ 学習のねらいを知る。 

 

 

 

４ 感染症の感染の仕方（感染経路）につい

て知る。 

 

 

 

 

＜予想される反応＞ 

・せき、くしゃみ 

 

 

 

 

◇ 主な感染経路について考えさせ、次の４つに

分類させる。 

 

①「飛沫感染」 

唾液（飛沫）が、口や鼻等の粘膜から入る。 

②「空気感染（飛沫核感染）」 

空気中の飛沫核（飛沫の水分が蒸発したもの）

を吸い込む。 

新型コロナウイルス感染症を理解し、予防に向けて適切に判断し、行動できるようにな

ろう 

 

【発問例】 

・病原体はどのような経路で体の中に

入ってくるのでしょうか。 

 

【発問例】 

・新型コロナウイルスの特徴につい

て、知っていることをあげてみよう。 



・空気 

・人が触ったところを触る 

・水、食品、動物  など 

○ 「飛沫感染」、「空気感染（飛沫核感染）」、

「接触感染」、「媒介物感染」の４つに分

類する。 

 

 

 

 

 

５ 新型コロナウイルス感染症の予防方法

について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

○ グループでの、話し合い。 

○ 発問に対するグループの考えを発表。 

＜予想される反応＞ 

①病原体（感染源）への対策 

・消毒、除菌 など 

②感染経路への対策 

・換気、手洗い、マスク、調理用手袋 など 

③体の抵抗力（感受性者）への対策 

・睡眠、栄養、運動、予防接種 など 

③「接触感染」 

皮膚や粘膜の直接的な接触や、ドアノブや便座

などを介しての接触。 

④「媒介物感染」 

病原体に汚染された水や食品、動物などを介し

て感染。 

 

◇ 様々な病原体が体に侵入しても、体の抵抗力

（病原体が体へ侵入するのを防いだり、排除し

たりする力）により、感染症にかからない場合

があることについて説明する。 

 

◇ 「病原体（感染源）」、「感染経路」、「体

の抵抗力（感受性者）」への３つの対策に基づ

き整理するよう説明する。【資料３】 

 

※ ＩＣＴ等を活用できる場合は、情報を収集し

た上で、活用が可能なものを選択するよう伝え

る。（厚生省ＨＰ、国立感染症研究所ＨＰなど） 

 

◇ グループ活動は、短時間とし、近距離で対面

形式とならないよう留意する。 

 

◇ 感染症の予防について正しい知識を身に付

け、判断することが大切であることを伝える。 

 

◇ 消毒や手洗い等は、活動前後に適切に行うこ

とが重要であることに気づかせる。 

 

◇ 科学的根拠に基づき考えられるよう、提示資

料等を工夫する。 

まとめ 

５分 

６ 本時の学習のまとめをする 

 

 

 

 

 

○ 各自、学習カードに記入する。 

○ 記入した内容を発表する。 

○ 本時を振り返るとともに、教師のまと

めの話を聞く。【資料４】 

◇ 学習カードの記入に当たっては、本時に身に

付けた知識を活用して記述するよう説明する。 

 

◇ 今の生活の中で予防のためにできているこ

とや考えてみてほしいことについて触れる。 

 

◆ 適切な意思決定を行い実践し続けていくた

めに必要な知識や行動の仕方を身に付けてい

る。【知識・技能】＜学習カード・行動観察＞ 

 

【発問例】 

・病原体（感染源）への対策 

・感染経路への対策 

・体の抵抗力（感受性者）への対策 

上記３つの対策について、自分にでき

ることを考えてみよう。 

【指示例】 

・本時の学習を振り返り、自分自身の

行動について見直したことを書いて

みよう。 



感染症の予防（新型コロナウイルス感染症） 

  年  組  名前        

本時のねらい 

 

 

 

                                

問 新型コロナウイルスの特徴について、知っていることをあげてみよう。 

 

 

 

 

 

 

問 「病原体（感染源）」、「感染経路」、「体の抵抗力（感受性者）」への３つの対策について、自

分にできることを考えてみよう。 

対策 

【病原体（感染源）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【感染経路】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【体の抵抗力（感受性者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 本時の学習を振り返り、自分自身の行動について見直したことを書いてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症を理解し、予防に向けて適切に判断し、行動できるように

なろう 

 

 



８ 展開例（２/２時間目） 

⑴ 本時の目標 

   ・ 新型コロナウイルス感染症の予防に関する課題解決について考える活動を通して、感染予防の

ための行動をとることができるようになるとともに、他者への尊重と思いやりを深め、り患した

人への配慮をすることができるようになる。 

⑵ 展開 

時間 主な学習内容・学習活動 
指導上の留意点（◇） 

目指す生徒の姿（◆） 

導入 

５分 

１ 仲間の発表や学習カードで、前時に学

習した内容について確認する。 

 

 

２ 広島市の新型コロナウイルス感染症の

発生状況について確認する。【資料５】 

 

 

 

 

 

<予想される反応> 

・１２月と５月に感染者数が急増している。 

・変異株と関係があるかもしれない。 

・周期的に感染拡大が起こっている。 など 

 

○ 客観的な資料から、自分の住む広島市

の現状に目を向ける。 

 

 

 

３ 学習のねらいを知る。 

 

 

  

◇ 「病原体（感染源）」、「感染経路」、「体

の抵抗力（感受性者）」への３つの対策を確認

しながら、前時の学習内容をおさえる。 

 

◇ 身近に感染者や医療従事者がいる場合があ

るので、重篤な症状や死亡例等を想像させな

いよう、発問の仕方に留意する。 

 

◇ 広島市の新型コロナウイルス感染症患者等

の発生状況（グラフ）を示す。【資料５】 

  

◇ 変異株の特徴として、従来株よりも感染し

やすい可能性、重症化しやすい可能性及び免

疫やワクチンの効果を低下させる可能性が指

摘されていることについても触れるようにす

る。その際、誤った情報や認識、不確かな情報

に惑わされないよう留意させる。 

 

◇ 高齢者や基礎疾患のある方のみが気を付け

ればよいということではなく、若者世代の自

分達の行動が、大切な家族や友人等を守るこ

とに繋がっている点に気づかせる。 

  

展開 

４０分 

４ 自分自身の新型コロナウイルス感染症

の予防に対する実践状況を確認する。 

 

 

 

 

 

⑴ 個人の考えを学習カード上段に記入す

る。 

◇ 自分自身の感染症予防に対する実践及び意

識について振り返らせ、これまでの行動を客

観的に把握させる。 

 

◇ 前回の授業で作成した、学習カードなども

参考にするよう促す。 

 

◇ 仲間の発表を聞き、自分の考えを深めるこ

とができるよう、学習カードに記載を促す。 

 新型コロナウイルス感染症の予防について、みんなが安心して生活できるようにする

ために、自分の課題を見つけ、解決する方法を考えよう 

【発問例】 

・広島市の新型コロナウイルス感染症

患者数等の発生状況をみて、気付いた

ことを発表しよう。 

【発問例】 

・これまでの学習を振り返り、感染症

の予防に対して、実践していること、

実践していないことが何か考えよう。 



⑵ 記入した内容を発表し、共有する。 

⑶ 仲間の発表を聞き、自分が記載してい

ない内容を、下段に記載する。 

⑷ 下段に記載した内容で、普段意識して

いなかった事項に○をする。 

 

５ 自分自身の新型コロナウイルス感染症

の予防に対する実践状況から課題を見つ

け、改善策を考える。 

 

 

 

 

 

 

⑴ ４で実践できていないことの原因を考

える。 

⑵ 記入した内容を発表し、共有する。 

⑶ ⑴を実践するための解決策を考える。 

⑷ ⑶で記入した内容を発表し、共有する。 

◇ コロナ禍の長期化に伴い、感染予防対策に

対する危機意識が低下している可能性がある

ことに触れる。 

 

◇ 感染が拡大している状況の中で、不安な気

持ちで過ごしている人も大勢いることに触れ

る。 

 

◇ 望ましい行動変容へとつながる考えとなる

よう、課題を見つけて、改善策を考えるよう促

す。 

 

◇ 感染予防対策を行ったとしても、り患する

可能性があることから、もしも、り患してしま

った場合には、疾病からの回復及び周囲に感

染を拡げないために、できるだけ早く適切な

治療を受けることが重要であることに触れ

る。 

 

◆ 自己の生活や学習への適応及び自己の成長

に関する課題を見いだしている。【思考・判断・

表現】＜学習カード・行動観察＞ 

まとめ 

５分 

６ 本時の学習のまとめをする 

 

 

 

 

 

 

○ 各自、学習カードに記入する。 

○ 記入した内容を発表する。 

○ これまでの授業を振り返るとともに、

教師のまとめの話を聞く。 

 

 

◇ 学習カードの記入に当たっては、これまで

の授業を振り返り、これから新型コロナウイ

ルス感染症の防止に対して、どのように取り

組んでいきたいか記述するよう説明する。そ

の際、広島市の新型コロナウイルス感染症の

発生状況を再度示す。 

 

◇ 正確な情報を入手し、科学的に理解し、科学

的な根拠に基づいて行動することで、感染の

リスクを減らし、差別・偏見をなくすことにつ

ながる点に気付かせる。 

 

◆ 他者への尊重と思いやりを深めてよりよい

人間関係を形成しようとしている。【態度】 

＜学習カード＞ 
 

◇ 変異株の出現も加わり、新型コロナウイル

ス感染症に対する不安が高まる状況でも、正

しい知識をもって危機管理を高めていくこと

が大切であることに気付かせる。 

【指示例】 

・これまでの学習を振り返り、感染症

の予防やり患した人に対する配慮等、

自分自身はどのように行動しようと

考えたか、書いてみよう。 

【発問例】 

・なぜ、感染症の予防を実践できてい

ないのか原因を考えよう。また、どう

したら実践することにつながるか、解

決方法を考えよう。 



感染症の予防（新型コロナウイルス感染症） 

  年  組  名前         

本時のねらい 

 

 

 

問 広島市の新型コロナウイルス感染症患者数等の発生状況をみて、気付いたこと記入しよう。 

 

問 これまでの学習を振り返り、感染症の予防に対して、実践していること、実践できてい 

ないことを記入しよう。 

感染症の予防に対する実践状況 

実践できている 実践できていない 

  

  

問 感染症の予防をなぜ実践できていないのか原因を考えよう。また、どうしたら実践する 

ことにつながるか、解決方法を考えよう。 

原   因 解 決 方 法 

 

 

 

 

 

問 これまでの学習を振り返り、感染症の予防やり患した人に対する配慮等、自分自身はどのよ

うに行動しようと考えたか、書いてみよう。 

 

 

新型コロナウイルス感染症の予防について、みんなが安心して生活できるように

するために、自分の課題を見つけ、解決する方法を考えよう 

 

自分 

仲間 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省 HP 

資料１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：https://karada-naika.com/blog/corona-pcr4/ 

資料２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省 HP 

資料３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省 HP 

資料４ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広島市公式 HP 

資料５ 



新型コロナウイルス感染症に関連する差別や偏見を防ぐための指導            参考資料 

幼児及び 小学校 低学年の児童向け教材（例） 

A くんは、あさ、とうこうするまえに、いつものようにねつをはかりました。ねつはありません。 

いつものように、がっこうにげんきにとうこうし、クラスでＢくんとはなしているとき、なんだか、

はながむずむず、のどがかゆくなってきて、「ゴホン」とせきをしました。 

そのとき、Ｂくんはおどろいたかおをして、Ａくんからはなれ、「うわ！コロナ！」といいました。 

Ａくんはそのひ、かなしいきもちですごしました。 

（発問例） 

〇 Ａくんは、なぜ、かなしいきもちになったのでしょう。 

〇 みんなが、かなしいきもちにならないために、どんなことがたいせつですか。 

〇 あなたが B くんだったら、どんな声をかけてあげますか。 

 

小学校 中・高学年の児童向け教材（例） 

 A さんは、数日前から体調が悪く、学校を休んでいます。 

「一応、検査を受けておこうか。」 

PCR 検査を受け、結果が出るまでは、学校を休んでいました。 

 

数日後、結果は陰性で、新型コロナウイルス感染症ではありませんでした。 

 すっかり体調もよくなり、久々に登校する日の朝、お母さんが 

「大丈夫よ。安心して行っておいで。」 

と声をかけてくれました。不安だった気持ちが少しやわらぎました。 

 

 登校したとき、クラスのみんなが 

「おはよう！」 

と声をかけてくれて、安心しました。 

 大休憩、仲の良い B さんが近くに来て、 

「ねえねえ、A さんってコロナだったんでしょ。大変だったね。」 

と話しかけられました。 

「ちがうよ…。」 

A さんは元気がなくなりました。 

（発問例） 

〇 A さんは登校前、なぜ不安だったのでしょう。 

〇 A さんはなぜ元気がなくなったのでしょう。 

〇 B さんは A さんにどんな言葉かけをすればよかったでしょうか。 

〇 もし、休んでいた友達が登校してきたら、どのように行動しますか。クラスで話し合いましょう。 

〇 もし、自分が A さんの立場だったら、どのようにしてもらったら安心しますか。 

 



中学校・高等学校の生徒向け教材（例） 

 

 私は、数日前から体調が悪く、学校を休み、一昨日 PCR 検査を受けた。「もし陽性だったらどうし

よう。」検査の結果が出るまで、不安でたまらなく、なかなか眠れなかった。 

  

「陽性でした。」 

 

 その結果に、不安でおしつぶされそうになりました。 

「大丈夫よ。家族みんながついているから安心して。」 

そんな家族の言葉とともに、家庭内感染を防ぐために自分の部屋に隔離された、私の療養生活が始

まりしました。 

  

家族に支えられながら、療養している間、頭の中にさまざまな思いがめぐっていました。 

症状がなくなっても、外出せず、療養生活が終わる日、 

「よくがんばったね。これで安心だよ。」 

家族の言葉に涙が出そうでした。 

  

 久しぶりに登校する日、不安で胸がおしつぶされそうになりながら、学校に向かいました。 

 学校に着くと、下駄箱で仲の良い B さんから声をかけられました。 

「A さん、大変だったね。大丈夫、大丈夫だからね！！」 

その一言に私は救われた気がしました。 

  

Ａさんはすっかり元気になりました。 

〇 A さんの頭の中をめぐっていたさまざまな思いとはどんなものだったでしょう。 

〇 A さんはなぜすっかり元気になれたのでしょう。 

 

公益財団法人 日本学校保健会のホームページから「新型コロナウイルス～差別・偏見をなくそうプロ

ジェクト～」のページにアクセスし、「学校関係者情報登録フォーム」より申し込めば、教材及び資料の

ダウンロードができます。ご活用ください。 

 



 
■ 新型コロナウイルス感染症対策に関わる指導案事例集 作成協力者                     
 

 

 

【小 学 校】 

  広島市小学校教育研究会体育部会 

三上 正浩（段原小学校 校長） 

古村 浩祐（石内北小学校）   

広島市小学校教育研究会特別活動部会 

寺戸 典子（可部南小学校 校長） 

溝上 絵梨（川内小学校）   

 

作成担当  前田 心平（指導第一課） 

      藤本 マリコ(指導第一課) 

 

 

【中 学 校】 

  広島市中学校教育研究会保健体育部会 

花口 公嗣（白木中学校 校長） 

松永 康太（白木中学校） 

  広島市中学校教育研究会特別活動部会 

渡邊 陽一（落合中学校 校長） 

富島 瑠里（落合中学校） 

 

作成担当  向井 匡人（指導第二課） 

 

【高 等 学 校】 

   野依 英二（沼田高等学校 校長） 

三浦 秀行（沼田高等学校 教頭） 

伊藤 宏晃（沼田高等学校）  平本 裕康（沼田高等学校）  村武久美子（沼田高等学校） 

 

作成担当  佐々木佳祐（指導第二課） 

 

 

敬称略 

 

 

 

 

 

 

勤務校は令和３年６月現在 

 


